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要要  旨旨：明らかな発達の遅れのない自閉スペクトラム症(ASD)幼児と定型発達(TD)幼児
を対象とし，意味的カテゴリ別の獲得語彙，平均発話長(MLU)の比較を行った．その結果，
特定の意味的カテゴリ「おでかけ(公園，会社など家庭外の場所に関するカテゴリ)」にお
いて，ASD幼児は TD幼児よりも有意に獲得語彙が少ないことが示され，ASDの興味関
心の限定といった特徴が初期の語彙獲得に影響を与えている可能性が示唆された．獲得語

彙数と言語・コミュニケーション発達(LC)スケール，平均発話長(MLU)との関連について
も検討を行ったところ，LC年齢と獲得語彙との関連が認められた．また対人応答性尺度
第二版(SRS-2)による ASD幼児のプロフィールからは，ASD特性が強いほど，コミュニ
ケーション領域の LC指数が低いことが明らかにされた． 
 
KKeeyy  WWoorrddss：： 自閉スペクトラム症，語彙獲得，平均発話長，アセスメント  

 
●  

ⅠⅠ．．ははじじめめにに  

 
自閉スペクトラム症(以下 ASD)は社会的コ

ミュニケーションの困難，および，限定された

興味関心の 2 つの側面から定義されている 1)．

前言語期の ASD におけるコミュニケーション
の特徴のひとつとして，共同注意の困難が挙げ

られている．共同注意は言語発達の基盤となる

ため，ASD幼児の初期の言語発達が遅れる要因
となることが指摘されている 12)．また，興味関

心の偏りや対人的かかわりの難しさというASD
の特徴も言語発達に影響を与える可能性がある．

このような背景から，ASD幼児の初期の語彙獲
得に焦点を当てた研究が多く行われている． 
初期の言語発達においては，語彙と統語(文

法)の側面がある．語彙面の検討において，
Charman ら 3) は 語 彙 の 質 問 紙 で あ る

MacArthur Communicative Development 
Inventories(MCDI)5)を用いてASD幼児と定型
発達(以下 TD)幼児の比較を行った．獲得語彙を
普通名詞や述部を表す動詞・形容詞などに分類

し両群の語彙獲得数を比較した結果，ASD幼児
は語彙獲得に遅れを呈するものの，獲得のパタ

ーンは TD幼児と似ていることが示された．ま
た，Rescola ＆ Safyer17)は語彙の豊富さを統

制した ASD 幼児と TD 幼児を対象とし，

LDS(Language Development Survey)を用い，
「動物」，「食べ物」，「動作語」，「修飾語」とい

った 13 の意味的カテゴリにおける獲得語彙の
比較を行った．その結果，Charmanら 3)と同様

に ASD 幼児は TD 幼児と比べて語彙獲得に遅
れはあるが，TD 幼児と獲得パターンは同様で
あると報告している．一方で Lazenby ら 10)は

言語発達を統制した ASD 幼児と TD 幼児の獲
得語彙を比較し，特定の語彙において ASD 幼
児の方が TD幼児よりも成績が高かったと報告
している． 
日本語では，吉岡 19)が動作性 IQにおいて境

界域から正常域までの ASD 児を対象とした検
討を行い，ASD児は表出語彙に占める割合に名
詞が多いことを指摘し，動詞の割合の増加は語

彙理解力が関連していると報告している．また，

藤上・大伴 6)は，知的な遅れを伴う ASD 児と
知的障害児を比較した検討を行い，ASD児は会
話指向的な語彙や対人指向的な語彙が知的障

害児よりも少ないことを明らかにした． 
MCDI は日本語版マッカーサー乳幼児言語
発達質問紙(以下 JCDI)として標準化されてい
る 15，13)．JCDI は 8～18 か月児に適用される
「語と身振り」版と 18～30 か月児に適用され
る「語と文法」版がある．「語と文法」版におい
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ては，表出語彙は 24 の意味的カテゴリにわた
る全 771語で構成されている．JCDIにおける
語彙の検討は模倣能力との関連 7)や，物へ関わ

る行為・認識との関連 9)の側面から行われてい

る．獲得語彙の意味的カテゴリについて JCDI
を使用して検討した研究としては，初語の出現

の遅いレイト・トーカー児を対象とした研究が

挙げられる 14)．レイト・トーカー児と TD児の
獲得語彙について JCDIの意味的カテゴリを用
いて比較を行った結果，両者は同様の獲得パタ

ーンを示すと奥村ら 14)は報告している．このよ

うに，語彙の意味的特徴に着目した検討は，発

達の遅れや知的障害のある ASD 児，レイト・
トーカー児を対象とした検討は行われている

が，明らかな発達の遅れのない ASD幼児と TD
幼児との比較については，十分な知見が得られ

ていない． 
言語発達のもうひとつの側面として，統語(文

法)的発達がある．奥田・玉井ら 13)は 5～6歳の
ASD幼児と TD幼児を対象とし，J.COSS日本
語理解テスト(以下 J.COSS)を用いて統語理解
能力を比較検討した．その結果，ASD幼児の統
語理解能力は TD幼児と比較して暦年齢よりも
低い成績となることが示唆された．ASD幼児と
TD 幼児を対象とし，より初期の統語発達を比
較した検討はなされていない．また，J.COSSは
統語発達の理解面を評価するものであるが，表

出面の検討は行われていない．統語発達の表出

面の指標のひとつに平均発話長(以下 MLU)が
ある 2)．発話に含まれる単語および形態素(複数
形‐sや動詞語尾‐ed)を数え，一発話あたりの
平均的な形態素数を算出する．統語の発達につ

れて，文の要素が増え，活用形の組み合わせが

複雑になり，MLU が長くなる．日本語につい
ては宮田・大伴 11)が自立語と助詞を単位とする

MLUwを提案し，MLUwと文法発達速度の個
人差が対応していることを明らかにし，MLUw
が初期の文法発達の指標になりうると論じて

いる． 
JCDIは養育者による回答にもとづき，MLU
は子どもの自発話の分析であるが，臨床場面に

おける言語発達の評価では，対面式のアセスメ

ントツールが広く用いられる．幼児期の言語発

達の評価の方法として語彙面と統語面を含め

た全般的な言語発達を対象とする言語・コミュ

ニケーション発達スケール(LC スケール)16)が

ある．しかし，質問紙形式の語彙の評価と自発

話分析，LC スケールのそれぞれから得られた
結果の双方の関連性についてはこれまで検討

されていない．また，LC スケールを構成する
領域のひとつであるコミュニケーション領域

の成績は ASD の特性と関連する可能性がある
が，ASDの特性の程度との関連に焦点を当てた
検討はまだ行われていない．ASDの程度を評価
する尺度として，SRS-2(対人応答性尺度第二
版)が挙げられる 4)．SRS-2は 65項目からなる
4 件法の尺度であり自閉症と関連した症状を量
的に測定するものである．日本語版 SRS-2は 2
歳半から18歳まで評定できるフォームがあり，
社会的コミュニケーション(SCI)，興味の限定
と反復的行動(RRB)，総合の T得点が算出され
る．ASD児を対象とする場合は，ASDの特性
の程度についても配慮する必要がある． 
そこで，本研究では，明らかな発達の遅れが

ない ASD 幼児と TD 幼児を対象として，1)意
味的カテゴリ別の獲得語彙と初期の統語発達

の指標であるMLUの観点から両群を比較する
こと，2)言語発達の全体的な発達状況を評価す
る LCスケールと他の指標間との関連を明らか
にすることを目的とする．初期の ASD 幼児の
獲得語彙の特徴を明らかにすることは，言語発

達初期の臨床場面に示唆を与えることができ

ると考えられる．また，LC スケールと他の言
語発達指標との関連について明らかにするこ

とはアセスメントの解釈に有用な情報を提供

すると考えられる． 
 

● 
ⅡⅡ．．方方法法  

 
１１．．対対象象児児  

 医療機関でASDの診断を受けた 30〜42か月
の男児 10名(中央値：36.5か月，四分位範囲：
5.50)を対象とした．ASD 幼児の新版 K 式発達
検査の三領域合計の発達年齢(DA)は 29〜44 か
月(中央値：33.0か月，四分位範囲：8.75)，発達
指数(DQ)は 84〜110(中央値：90.0，四分位範囲：
22.0)であった(Table 1：Time1)．また TD群は
30〜41 か月(中央値：36.5 か月，四分位範囲：
4.50)の男児 10名であった(Table 2：Time1)．両
群に SRS-2を実施した結果，ASD群は 10名全
員がASDの軽度から重度の範囲となった．一方，
TD群でASDの範囲となる対象児はいなかった．
SRS-2 は社会的コミュニケーション(SCI)と興
味の限定と反復的行動(RRB)から構成される．
初回評価における SCI，RRB，2 つを合わせた
総合の T得点を Table 1，Table 2に示す．ASD
群と TD群ともに 2回にわたりデータを収集し
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た(Time1，Time2)．Time1の 11～14か月後に
Time2 の調査を実施した．ASD 群の Time2は
ASD-J 児のデータが得られなかったため，9 名
のデータとなった．LC スケールは Time1 と
Time2の 2回実施した(Table 3)．ASD群，TD
群のいずれにおいても，Time1から Time2にか
けて LC年齢(言語表出・言語理解・コミュニケ
ーション・総合)は有意に高くなっていた．ASD

群のDAと TD群の CA，LC年齢(言語表出・言
語理解・コミュニケーション・総合)は Time1・
Time2 いずれの時期についても有意な差はなか
った．なお，ASD 群，TD 群ともに，実験開始
前に幼児の保護者に対し口頭と書面で実験の内

容について説明し同意を得た．また，本研究は東

京学芸大学研究倫理審査員会の承認を得ている． 
 

 
対象児 

Time1 

CA 

Time2 

CA 

Time1 SRS-2 

SCI の T 得点 

Time1 SRS-2  

RRB の T 得点 

Time1 SRS-2 

総合の T得点 

TD-A 35 47 44 46 44 
TD-B 38 51 57 60 55 
TD-C 37 49 58 46 52 
TD-D 41 53 54 37 41 
TD-E 39 51 53 45 47 
TD-F 39 51 43 49 51 
TD-G 36 50 49 49 43 
TD-H 33 44 51 43 47 
TD-I 36 48 42 40 36 
TD-J 30 42 49 60 57 
中央値 

四分位範囲 

36.5 
（4.50） 

49.5 
（4.75） 

47.0 
（9.00） 

46.0 
（6.0） 

46.0 
（6.00） 

TTaabbllee  22    TTDD 群群のの CCAA とと SSRRSS--22 のの TT 得得点点  

 

 
 

Time1 

表出  

Time1 

理解  

Time1 

コミュニケ

ーション 

Time1 

総合  

Time2 

表出 

 

Time2 

理解 

 

Time2 

コミュニケ

ーション 

Time2 

総合 

 

ASD

群 

中央値 

四分位範囲 
30.5 
（5.50） 

35.0 
（8.00） 

32.0 
（12.00） 

33.0 
（7.75） 

42.0 
（6.50） 

45.0 
（10.50） 

44.0 
（10.50） 

44.0 
（8.00） 

TD 

群 

中央値 

四分位範囲 

34.5 
（7.25） 

37.0 
（3.75） 

35.0 
（6.75） 

35.5 
（5.25） 

43.5 
（12.00） 

51.0 
（13.75） 

50.0 
（3.25） 

47.0 
（11.75） 

TTaabbllee  33    AASSDD 群群とと TTDD 群群のの TTiimmee１１、、TTiimmee22 ににおおけけるる LLCC 年年齢齢のの中中央央値値とと四四分分位位範範囲囲  

TTaabbllee  11    AASSDD 群群のの CCAA・・DDAA・・DDQQ とと SSRRSS--22 のの TT 得得点点のの中中央央値値とと四四分分位位範範囲囲  

対象児 Time１ 

CA 

Time１ 

DA 

Time１ 

DQ 

Time2 

CA 

Time1 SRS-2 

SCI の T 得点 

Time1 SRS-2  

RRB の T 得点 

Time１ SRS-2 

総合の T 得点 

ASD-A 30 30 100 44 78 74 79 
ASD-B 38 38 100 52  60 57 60 
ASD-C 35 29 84 48 66 46 62 
ASD-D 33 29 90 46 65 60 65 
ASD-E 35 32 90 46 79 69 78 
ASD-F 40 44 110 51 56 71 60 
ASD-G 39 40 100 50 81 66 80 
ASD-H 39 34 89 50 62 71 65 
ASD-I 34 30 88 45 58 74 62 
ASD-J 42 36 88 ― 59 60 60 
中央値 

四分位範囲 
36.5 
（5.50） 

33.0 
（8.75） 

90.0 
（22.0） 

48.0 
（5.00） 

63.5 
（18.0） 

67.5 
（11.0） 

63.5 
（18.0） 
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２２．．保保護護者者へへのの語語彙彙質質問問紙紙  

 語彙の評価として，JCDI「語と文法」版を使
用した．JCDIは Time1において，保護者に記
入を依頼した．また，JCDI「語と文法」版は 16
～30 か月の幼児を対象とした質問紙であるた
め，Time2においては JCDIに記載された語彙
が全て獲得されている可能性がある．そこで，

国立国語研究所 8)の教育語彙の基本的研究の語

彙リストを参考にし，意味的により抽象度の高

い心的動詞 14語(例：考える，思う)，非心的動
詞 58 語(例：崩す，追いつく)，心的形容詞 19
語(例：嬉しい，寂しい)，全 91語からなる語彙
質問紙を作成し，Time2において保護者に記入
を依頼した． 
 
３３．．母母子子のの遊遊びび場場面面ににおおけけるる幼幼児児ののMMLLUU  

幼児の発話は5分間の母子の遊び場面で観察
した．大学内のプレイルームもしくは医療機関

に併設されたプレイルームにて観察を行った．

観察室へは幼児，母親，実験実施者の 3名が入
室した．母子の遊び場面で使用した玩具は，ま

まごとセット(コンロ，フォーク，鍋，フライパ
ン)，積み木，道路のイラストが書かれたレジャ
ーシート，磁石の玩具，人形 2体であった．母
子の遊び場面をビデオカメラで録画し幼児の

発話のトランスクリプトからMLUを算出した．
幼児のMLUは自立語と助詞を単位とする宮田
ら 11)のMLUwを参考とし，幼児の一発話中に
含まれる自立語と助詞の数の平均を算出した．

各発話は自立語と助詞に分け数えるが，間投詞

は自立語からは省いた．挨拶語は自立語として

含めた．また，形容詞と動詞の活用形とそれに

伴う助動詞は助詞として含めなかった．例えば

「りんご／食べたかった／ね」は3語と数える．
母子の遊び場面は Time1と Time2の 2度観察
を行った． 

  

４４．．分分析析方方法法  

Time１のJCDI，Time2の語彙質問紙，Time1
および Time2のMLUについて，TD群と ASD
群の比較を行うために Mann-Whitney U 検定
を行った．Time1における LCスケールの LC
年齢と JCDIの合計得点，Time2における LC
年齢と語彙質問紙の合計点，Time1 および
Time2におけるLC年齢と母親との遊び場面に
おける幼児の MLU について Spearman の順
位相関係数を求めた．また，MLUは Time1と
Time2 の差を比較するために，Wilcoxon の順
位和検定を行った．TD群では SRS-2の T得点

の値がカットオフ値以上の幼児がいなかった

ため，SRS-2については ASD群のみを対象と
した．SRS-2の T得点と LCスケールとの関連
の検討にあたっては，CA による影響を排除す
るために，LC 年齢ではなく LC 指数について
Spearman の順位相関係数を求めた．また，
SRS-2 は Time1 のみで実施したが，自閉症の
程度が先の言語発達に影響するかを検討する

ために，Time2の LC指数についても SRS-2と
の順位相関係数を求めた． 

  

● 
ⅢⅢ．．結結果果  

  

１１．．獲獲得得語語彙彙とと MMLLUU のの比比較較  

（１）JCDI 
 両群の Time1 における領域別および合計の
JCDIの得点を求めた(Table 4)．ただし，対象
の幼児には 3歳代の児もおり，幼児語を話さな
くなっていることが考えられるため，語彙領域

のうち「幼児語」と「幼児語 2」を分析から除
いた．領域別及び合計得点において，ASD群の
「おでかけ」領域の語彙は TD群より有意に少
ないことが示された(U=19.00, p<.05)． 
（２）語彙質問紙 
 両群の Time2 における語彙質問紙(非心的動
詞・心的動詞・心的形容詞)の合計数と中央値を
求めたところ(Table 5)，非心的動詞において
ASD 群は TD 群よりも有意に少ないことが示
された(U=18.50, p<.05)． 
(３)MLU 
 両群の Time1，Time2 の MLU を求めた

(Table 6)．発話数が 10未満であった，ASD-G
児と TD-I児は分析から除き，Time1では ASD
群 9名，TD群 9名，Time2では ASD群 8名，
TD 群 9 名を分析の対象とした．ASD 群は
Time1 から Time2 へ MLU は有意に上昇した
が(p＜.05)，TD群においては Time1と Time2
の間に有意な差は認められなかった．また

Time1，Time2ともにMLUに群間差は認めら
れなかった． 
 
２２．．指指標標値値間間のの相相関関  

（１）JCDIと CA・DA・LC年齢(Time1)  
Time１の対象児の LC 年齢と Time１の

JCDI(幼児語を除く)の合計得点との相関係数
を求めたところ，ASD群においては，JCDIの
合計得点は，LC年齢(言語表出・コミュニケー
ション・総合)と有意な正の相関が認められた 
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(Table 7)．また，JCDIの合計得点は CAおよ
び DAとも有意な正の相関が認められた． 

TD群においては，JCDIの合計得点と CAと
の間，LC 年齢と JCDI の合計得点との間のい
ずれにも有意な相関は認められなかった． 

 

（２）語彙質問紙と LC年齢(Time2) 
Time2 の LC 年齢と Time2 の語彙質問紙の
語彙合計との相関係数を求めたところ，ASD群
においては，LC年齢(言語理解・総合)と心的形
容詞との語彙数に有意な正の相関が認められ

た(Table 8)．TD群においても Table 8に示し

 ASD TD   
領域 中央値 四分位範囲 中央値 四分位範囲   

動物の名前（43） 38.5 （12.25） 40.5 （9.25）   
乗り物（14） 13.0 （4.00） 13.0 （1.00）   
おもちゃ（16） 13.5 （5.00） 16.0 （2.25）   
食べ物と飲み物（68） 60.5 （12.5） 64.0 （10.00）   
衣類（28） 15.5 （7.75） 19.5 （9.25）   
体の部位（27） 25.5 （9.00） 26.0 （7.25）   
家具と部屋（33） 20.5 （7.75） 23.0 （19.25）   
小さな家庭用品（50） 38.5 （12.75） 42.0 （22.75）   
戸外のもの（31） 23.5 （6.50） 26.5 （13.25）   
おでかけ（22） 1111..55  （4.25） 1144..00  （8.25） ASD＜TD*   
人々（29） 19.0 （11.25） 22.5 （9.25）   
日課とあいさつ（25） 24.5 （2.75） 25.0 （0.00）   
動作語（103） 91.5 （35.25） 101.5 （31.25）   
時間（12） 8.0 （3.50） 10.5 （5.25）   
様子・性質（59） 47.0 （26.25） 59.5 （27.25）   
代名詞（22） 9.5 （9.50） 14.0 （11.25）   
質問（10） 5.0 （2.50） 6.5 （6.00）   
位置と場所（26） 13.5 （10.00） 17.0 （16.25）   
数量（17） 15.0 （4.25） 16.0 （6.25）   
接続語（6） 0.5 （3.00） 2.0 （3.50）   
会話語（14） 9.0 （4.25） 11.5 （7.00）   
その他（9） 8.0 （2.25） 9.0 （2.00）   
合計（730） 510.0 （156.50） 575.0 （207.50）   

 

TTaabbllee  44    JJCCDDII 領領域域別別のの得得点点とと合合計計得得点点のの中中央央値値とと四四分分位位範範囲囲  

  Time1  MLU Time2  MLU 

ASD 群 中央値 

四分位範囲 
2.1 

（0.25）  
2.5 

（1.05） 
TD 群 中央値 

四分位範囲 
2.2 

（1.25）  
2.8 

（1.15） 
 

TTaabbllee  66    TTiimmee１１おおよよびび TTiimmee２２ににおおけけるる幼幼児児のの MMLLUU のの中中央央値値とと四四分分位位範範囲囲    

  非心的動詞

（58） 

心的動詞

（14） 

動詞合計

（72） 

心的形容詞

（19） 

語彙合計

（91） 

ASD 群 中央値 

四分位範囲 

5511..00  
（7.25） 

12.0 
（4.25） 

62.0 
（11.25） 

17.0 
（2.25） 

78.0 
（13.25） 

TD 群 中央値 

四分位範囲 

5577..00  
（4.25）  

13.5 
（2.50） 

69.5 
（6.50） 

18.0 
（2.75） 

87.5 
（9.50） 

 

TTaabbllee  55    AASSDD 群群とと TTDD 群群のの語語彙彙質質問問紙紙のの語語彙彙数数のの中中央央値値とと四四分分位位範範囲囲  

*p<.05 
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た通り LC 年齢(言語表出・言語理解・総合)と
語彙数との間にそれぞれ有意な正の相関が認

められた． 
（３）MLUと CA・DA・LC年齢 

Time1，Time2におけるLC年齢とMLUとの
相関係数を求めたところ，ASD群のTime1にお

いては，LC年齢(言語理解・コミュニケーション・
総合)と MLU との間に有意な正の相関が認めら
れた(Table 7)．Time2 においては LC 年齢と
MLUに有意な相関はなかった(Table 8)．TD群
においては，Time1，Time2のいずれにおいても
LC年齢とMLUに相関は認められなかった． 

   CDI（幼児語除く） MLU 

ASD 群 CA ..991155****  .395 
DA ..881111****  .432 
LC年齢（言語表出） ..882255****  .616 
LC年齢（言語理解） .524 ..777722****  
LC年齢（コミュニケーション） ..880099****  ..666655**  
LC年齢（総合） ..880077****  ..770000**  

TD 群 CA .524 .470 
LC年齢（言語表出） .449 .356 
LC年齢（言語理解） .552 —.006 
LC年齢（コミュニケーシ） .336 .049 
LC年齢（総合） .579 .204 

 *p<.05，**p<.01 

TTaabbllee  77    TTiimmee１１ににおおけけるる指指標標値値間間ととのの関関連連  

 

   非心的

動詞 

心的 

動詞 

動詞 

合計 

心的 

形容詞 

語彙 

合計 

MLU 

ASD 群 CA .254 .123 .224 .642 .299 .266 
 LC年齢（言語表出） .025 .017 .034 .437 .118 .327 
 LC年齢（言語理解） .059 .046 .088 ..774477**  .231 .578 
 LC年齢（コミュニケーション） .337 .190 .354 .596 .294 .164 
 LC年齢（総合） .101 .017 .118 ..667733**  .198 .470 

TD 群 CA .520 .412 .468 .518 .473 .351 
 LC年齢（言語表出） .242 ..667700**  .570 .362 .500 .352 
 LC年齢（言語理解） ..666699**  ..889933****  ..886655****  ..880044****  ..885500****  .606 
 LC年齢（コミュニケーション） —.094 .368 .175 —.057 .086 .135 
 LC年齢（総合） .343 ..779944****  ..668899**  .551 ..665566**  .542 

*p<.05，**p<.01 

TTaabbllee  88    TTiimmee22 ににおおけけるる指指標標値値間間ととのの関関連連  

   SCI 

T 得点 

RRB 

T 得点 

総合 

T 得点 

Time1 LC指数（言語表出） .024 —.298 —.297 
LC指数（言語理解） .177 —.269 .268 
LC指数（コミュニケーション） —.389 ——..663355**  ——..663355**  
LC指数（総合） —.335 —.559 —.559 

Time2 LC指数（言語表出） —.334 —.216 —.216 
 LC指数（言語理解） ——..772244**  —.647 —.646 
 LC指数（コミュニケーション） ——..992299****  ——..774466**  ——..774466**  
 LC指数（総合） —.641 —.487 —.487 

 *p<.05，**p<.01 

TTaabbllee  99    AASSDD 群群のの TTiimmee11、、TTiimmee22 ににおおけけるる LLCC 指指数数とと SSRRSS--22 のの TT 得得点点ととのの関関連連  
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（４）ASD群におけるSRS-2のT得点とLC指数 
Time1，Time2における LC指数と SRS-2の

SCI，RRB，総合の T得点との相関係数を求め
た(Table 9)．Time1 においては LC 指数(コミ
ュニケーション)と SRS-2 の RRB および総合
の T 得点との間に有意な負の相関が認められ
た．Time2においては，LC指数(コミュニケー
ション)と SCI・RRB・総合の T 得点および，
LC指数(言語理解)と SCIの T得点との間に有
意な負の相関が認められた． 

 
● 
ⅣⅣ．．考考察察  

 
 本研究では言語発達初期の ASD 幼児と TD
幼児の言語発達について，獲得語彙とMLUの
観点から比較および，LC スケールと他の指標
値間の関連性について検討を行った．獲得語彙

については，Time1 での JCDI と Time2 での
語彙質問紙を通して，意味的内容に焦点をあて

て検討した．Time1の JCDIでは下位の意味的
カテゴリ「おでかけ」において ASD 幼児の方
が TD幼児よりも獲得語彙が少ないことが示さ
れた．また Time2の語彙質問紙では，非心的動
詞において ASD 幼児の方が TD 幼児よりも有
意に少ないことが示された．JCDI の「おでか
け」の語彙は，「海・映画・お店・会社・公園・

ピクニック・デパート」等，場所を表す名詞で

構成されている．ASD幼児が TD幼児よりもこ
の意味的カテゴリで獲得語彙が少なかった理

由として，ASDの特性である「限定された興味
関心」の影響が考えられる．ASD幼児は自身の
行動の範囲や興味の範囲などの語彙に限定さ

れるため，家庭の外の事物についての語彙が少

なかった可能性が挙げられる． 
Time2 の語彙質問紙において，非心的動詞の
みに群間差が認められた点については，非心的

動詞は 58語，心的動詞は 14語で構成されてお
り，非心的動詞のリストに親密度の低い動詞が

より多く含まれていたためであると推測される．

なお，JCDI「動作語」および語彙質問紙の「非
心的動詞」と「心的動詞」を合わせた「動詞全体」

は，いずれも 10％水準で ASD幼児は TD幼児
よりも獲得語彙が少ない傾向があった．このこ

とから ASD 幼児は動詞の獲得が遅れる傾向が
あることが示唆される．初期の語彙獲得におい

ては，母親と幼児の共同注意の中で語彙のイン

プットが行われると考えられている．動作を表

す語彙は，物の名称を表す語彙よりも ASD幼児

が指示対象に向けた話者との注意を共有しにく

いことが要因のひとつであると考えられる．ま

た，ASD幼児は興味関心の限定や常同行為の多
さが特徴として挙げられる．そのため，遊びや日

常生活場面での行動の広がりが少ないことも，

動作語の獲得の少なさと関連すると考えられる．

過去の研究では，ASD幼児は TD幼児に比べ語
彙獲得が遅れるが獲得される意味的カテゴリの

構成は同一であることが示されてきた 3) 17)．明

らかな発達的遅れのない ASD 幼児を対象とし
た本研究では，全体的な獲得語彙数については

差が認められないものの，特定の意味的カテゴ

リおよび品詞において獲得語彙が TD 幼児より
も少ないことが明らかにされた． 
本研究では，言語・コミュニケーション発達

全般の指標として，対象児ごとの LC年齢を用
いた．LC年齢と JCDI，語彙質問紙の結果との
関連性を検討すると，ASD群においては，JCDI
の語彙数と CA，DA，各領域の LC年齢との間
に有意な相関が認められた．語彙の豊富さがこ

れらの発達指標と相関していたことは，想定さ

れる結果である．しかし，TD 幼児においては
これらの指標値間で相関が認められなかった．

TD幼児においては，Time１において LC年齢
の個人差が少なく，JCDI の下位カテゴリによ
っては，語彙数が上限に達している幼児が多か

った．このような背景から CAや LCスケール
との有意な関連が認められなかったと考えら

れる．一方，Time2の語彙の質問紙においては，
両群において言語表出・言語理解・コミュニケ

ーションのいずれかの LC年齢と正の相関が認
められた．ASD群は心的形容詞と LC年齢に有
意な正の相関が認められ，TD幼児は特に非心 
的動詞，心的動詞，動詞合計，心的形容詞，語

彙合計と言語理解の LC年齢との相関係数が高
かった．JCDIの語彙は基本的な語彙が多いが，
Time2 で用いた語彙質問紙にはより抽象度の
高い語彙を選定したため，JCDI よりも LC 年
齢との相関が出やすかったと考えられる． 
本研究では初期の統語発達の指標である

MLUを用い，Time1および，Time2における
両群のMLUの比較を行った．その結果Time1，
Time2のどちらにおいても，ASD幼児と TD幼
児に有意な差は認められなかった．宮田ら 11)は

TD 幼児を対象に MLUw と文法発達指標との
関連について検討を行い，MLUｗ2.0以降は文
法指標との関連が失われていったと報告して

いる．MLU の中央値は Time1 の時点で ASD
群が 2.1，TD群が 2.2であった．このようなこ
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とから，両群でMLUの差が認められなかった
可能性が考えられる． 
 また，LC 年齢と MLU との関連性について
は，Time1の ASD幼児のみ，LC年齢(言語理
解・コミュニケーション・総合)とMLUとの間
に正の相関が認められた．ASD 幼児の Time1
のMLUが 1.0～3.1と 2.0以上の幅があったこ
とや，Time1の ASD児の LC年齢(言語理解・
コミュニケーション・総合)の四分位範囲が大き
かったことから，両者の相関が有意であったと

考えられる．これに対し TD 群では，MLU は
Time1 において 1.5～3.3 と ASD 群よりも
MLUの幅が狭かった．また Time2においては
MLU2.0以上であった幼児が ASD 群において
は 8名中 7名，TD群においては 9名中 8名で
あり，MLU が 2.0 以上である幼児がほとんど
であった．上記で述べた宮田ら 12)の報告と同様

にMLUが 2.0以上であったために，統語発達
の評価も含む LCスケールとの関連がなかった
と考えられる． 
 最後に，本研究は言語発達の総合的な指標で

ある LCスケールの結果が自閉症の特性の程度
とどのように関連するのかを検討した．この検

討にあたっては，CA の要因を排除するため，
LC 指数と SRS-2 の T 得点の相関係数を求め
た．LC スケールのコミュニケーション領域は
ASDの特性との関連があると予想された通り，
Time1 では RRB および総合 T 得点との間，
Time2 では SCI，RRB，および総合 T 得点と
の間でそれぞれ有意な負の相関が認められ，

ASD の特徴が強いほどコミュニケーション領
域の LC指数が低いことが示された．その他に
も言語理解領域のLC指数とSCIの得点に有意
な負の相関が認められた．LC スケールは，発
達水準に応じて「ことば芽生え期・一語文期・

語連鎖移行期・語操作期・発展期」に分かれ，

実施する課題が異なる．Time1において，ASD
群は語連鎖移行期に属する児が最も多く，

Time2 においては発展期が最も多かった．
Time2の方が，SRS-2との相関が強かった要因
として，Time2で対象児が受けた課題に「状況
画の理解」といった，より ASD幼児の特徴を反
映する課題が含まれていたことが挙げられる。 
 本研究では，動作語(動詞)において ASD幼児
は TD幼児よりも獲得語彙数が少ない傾向であ
ると示されたが，Time1の JCDIでは動詞は意
味的な細分化はされずにひとまとまりとして

扱われ，Time2では，非心的動詞と心的動詞と
いう大きなカテゴリで分析を行った．今後は動

詞使用について場面等を反映させたより詳細

な意味的カテゴリにおける分析が必要である

と考えられる．MLU について，Brown2)は
MLUを算出する際に 100発話の平均を用いて
いたが，今回の幼児はそれよりも少ない発話数

からMLUを算出していた．そのため，群間の
差が生じなかった可能性が考えられる．また，

今回は語連鎖移行期以降の幼児を対象として

いたが，より低年齢の幼児を対象とし，両者の

関連について検討していく必要がある． 
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